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例言

１．本書は平成６年度に実施した埋蔵文化財包蔵地（周知の遺跡）発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は新潟市教育委員会が調査主体となり、生涯学習課が所管した。

3．調査で得た資料は、新潟市教育委員会が一括して保管している。

4．現地調査から本書の作成に至まで、多くの方々や機関から指導・協力を得た。
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１今年度の調査概要

今年度は本格調査１件、立会い調査９件、試掘調査６件の合計16件の調査が行われた。公共事業に伴う調

査が16件中14件と９割近くを占める。費用は国宝重要文化財等保存整備費を受けている。調査日数等は下記

のとおりである。

山木戸遺跡第２次調査は、平成３年度に行われた１次調査時の隣接地区を調査した。５月上旬から約４か

月間実施された。途中事業予定地に変更があり、期間を延長した。前回性格不明遺構とされていたＳＸ６の

南側半分からカマドが確認され、住居であることがわかるなど、貴重な資料を得ることができた。

このほかに平成５年度から的場遺跡出土遺物保存処理事業を行っている。国宝重要文化財等保存整備費補

助金を受け、平成９年度まで継続する予定である。
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(遺跡番号）

遺跡名

1１２

山木 戸

8６

下 場

8６

下場

４１

大薮

2３

横山

４１

大薮

7１

北浦原Ｂ

３

六地山

8６

下場

2５

築上山

8５

石動

8３

竹尾西

2８

城山

１

中山

1４

両り山Ａ

1１２

山木 Ｆ１

届出通知月日等

調査原因

1993.11.5法57条の３

下水道敷設

1994.4.19法57条の３

下水道敷設

1994.4.19法57条の３

下水道敷設

1994.7.19法57条の３

下水道敷設

(事前協議）

砂利採取

1994.7.19法57条の３

下水道敷設

1994.7.26法57条の３

下水道敷設

(事前協議）

河川改修

1994.10.14法57条の２

都市ガス布設

1994.8.1法57条の３

学校グラウンド改修

(事前協議）

県道建設

1994.8.1法57条の２

住宅建設

(事前協議）

|甫1場整備

(事前協議）

圃場整備

(事前協議）

圃場整備

(事前協議）

マンション建設

表１管内遺跡調査一覧表

届出地番

発掘面積

山木戸４－９

3,200㎡

下場本町432

500㎡

下場本町

400㎡

赤塚地内

8,300㎡

太夫浜字向山3305

8,815.24㎡

赤塚地内

8,300㎡

赤塚地内

8,300㎡

曽和字沢田1,262-2

500㎡

下場本町

400㎡

新崎字築上山5437

8,600㎡

本所字居浦845

6,000㎡

竹尾４－５５－５

272.53㎡

蔵岡字城山209

760,000㎡

蔵岡字上堤１２７

760,000㎡

直り山字大橋場３－２

760,000㎡

山木戸４－４３８－１

3,606.85㎡

１

調査区分

調査期間

立ち会い調査

４月１２円、１３日

立ち会い調査

５月２０日

立ち会い調査

８月１日

立ち会い調査

９月７日、１６日

立ち会い調査

９月１９日

立ち会い調査

９月20日､27日､28日

立ち会い調査

１０月３円

立ち会い調査

１０月２４日

立ち会い調査

１０月２６Ｒ

試掘調査

８月２２日、２３，

試掘調査

８月２９日～３１日

試掘調査

９月１３日

試掘調査

１２月１３～２２日、

１月１０日、１１日

２月２７円、２８冊

試掘調査

３月１日～１０日

試掘調査

３月１３日、１４日

本格調査

５月９円

～８月２３日

調査結果・取扱い

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事継続。

遺物・遺構とも確認されず

工事着手。

遺物(古墳･平安･中世)･遺物

包含層を確認。1995年度本

格調査。

遺物・遺構とも確認されず

工事着手。

遺物･遺構･遺物包含層を確

認。道路・用水管建設部分

を本格調査、他は現状保存

する方向で協議中である。

詳細は本文参照。

遺物･遺構･遺物包含層を確

認。詳細は本文参照。

遺物・遺構とも確認されず

工事着手。

遺物(古墳･奈良･平安･中世)．

遺構(奈良時代の住居跡､中

世の井戸６基等)が出土。
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1~１

（１）築上山遣跡

遺跡の立地と周辺の遺跡

築上山遺跡は約２km内陸に入った新砂丘Ⅱ－２列上に立地する。阿賀野川以北で同砂丘列上にはこのほか

に神谷内遺跡(4)、サン化学前⑬、向山(22)、横山⑳、上舟橋(24)等があげられる。奈良・平安時代の遺跡が多く、

築上111遺跡でも平安時代の土師器と思われる破片が採集されている。また、製塩十器が出土した東港太郎代

(5)、出山Q2)は、遺跡が形成された当時は新砂丘Ⅱ上に立地し、その上に新砂丘Ⅲが形成されたと思われる。

調査に至る経過

築上山遺跡は現在大半が濁川中学校敷地にかかる形で遺跡推定範囲と台帳に記されている。今回は同校グ

ラウンド改修を工事原因として平成６年８月１日付けで新潟市長より文化財保護法第57条の３の規定による

埋蔵文化財包蔵地にかかる事業計画の通知があった。これについて現状ではすでに砂丘が削平されて遺物が

採集できないこと、また、昨年度に今回の事業予定地に隣接する部分で立会い調査をしたが遺物・遺構等は

発見されなかったことを申し添え、県教育委員会（以下「県教委」と略）へ進達した。

調査結果

遺跡推定範囲を中心に試掘坑を１３か所設定し、重機で掘削した。ほとんどの試掘坑で地表面下から砕石や

砂が厚いところで60cm以上盛られているのが観察され、砂斤基盤砂層と思われる７層上面まで削平が及んで

いた。そのため砂丘頂部はほとんど平らになっている。合計１０４㎡調査したが、どの試掘坑からも遺構・造

物・遺物包含層は検出されず、今回の開発範囲部分において遺跡はすでに失われたものと考えられる。

±層注記

黄褐色砂質土

クラッシャー(砕石層）

白砂

褐色砂

明褐色シルト

暗褐色シルト

暗褐色砂

－
３

図３試掘坑配置図（Ｓ＝ｌ／2,000）図２遺跡周辺図（Ｓ＝１／20000）
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（２）石動遣跡

遺跡の立地と周辺の遺跡

石動遺跡は石山砂丘（阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－２列に対比される）上の東端付近に位置する。1950年ご

ろの耕地整理の際に須恵器が出土したとされており、その後'985年の分布調査で中世、1989年に古墳時代の

土師器が発見されている。

調査に至る経過

県道建設事業予定地は遺跡の東端から約30ｍ離れており、現況は水田および宅地である。遺跡範囲外であ

ったため事前協議を行い、文化財保護法第98条の２による通知を市教委から県教委へ行った。
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図８石動遺跡出土遺物（Ｓ＝１／３）
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表 ２石動遺跡出土遣物観察表
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調査結果

予定地内にほぼ均等に１３か所の試掘坑を配置し、重機と人力で合計180㎡を掘削した。表土下からシルト

層と粘土層や腐食層が互層になっており、７０～120ｃｍで砂丘基盤砂層を確認した。淡褐色シルト層から平

安時代、７層黒褐色砂層から古墳時代の遺物を発見した。調査区北側を西南西～東北東方向に走る砂丘列上

に古墳時代の遺構･遺物包含層、その上に平安時代の遺物包含層(自然堤防の一部)が堆積している。１２、

l3TPからは遺物が出土せず、粘性の強いシルト質層が厚く堆積していることから、遺跡の端にあたると思

われる。また、l3TP付近で珠洲焼の破片を採集した。

遺物古墳時代の土師器と平安時代の須恵器や土師器が包含層より出土した。異なる土居から出土してい

るため、古墳時代から平安時代に至る間に地形が大きく変化していたことがうかがえる。また、古墳時代の

ものは前期、平安時代のものは９世紀後半～１０世紀前半頃と思われる。小破片が多かったため、詳細は今

後の本調査に期待したい。

以上のことから遺跡が事業予定地まで広がっていることが確認されたため、来年度以降本格調査を実施す

ることになった。
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（３）竹尾西遺跡

遺跡の立地と周辺の遺跡

竹尾西遺跡は阿賀野川以東の新砂丘Ⅱ－３列に対比される砂丘上に位置する。1985年の分布調査で平安時代

の土師器と思われる遺物が採集されている。北東に竹尾遺跡があるが現在は宅地となっており確認できない。

信濃川以東の新砂丘Ⅱ－３列上には寺山遺跡⑳、女池稲荷遺跡03｝、親仁山遺跡(21)等が点在する。平安時代

および中世にかかる遺跡が多い。

調査に至る経過

土地所有者から、現況耕作地に個人住宅を建てたいと平成６年７月22日付けで文化財保護法第57条の２の

届出があった。事業予定地は遺跡推定範囲にはかかっていなかったが､遺跡発見時の状況に不明部分が多く、

遺跡が事業予定地まで広がる可能性を考慮し、隣接地として取り扱うことにして県教委に進達した。

調査結果

試掘坑を、建物基盤の予定位置を避けてlか所設定した。現地表面から約２ｍ掘り下げたが、１ｍ以上砂

が盛られていた。盛砂の下に青灰色砂、青灰色粘土、暗褐色粘土の順で堆積していた。特に暗褐色粘土は堆

積が厚く、砂丘形成層まで掘削が達しなかった。遺構・遺物・遺物包含層が発見されなかったため遺跡範囲

には含まれないと考えられる。

建物予定地

ﾛ 1１

辰ミーラ可

議論鰭ごこ-』

議驚試掘坑ぐ

ＦＬ

Ｉ

図１０試掘坑配置図（Ｓ＝１／250）

』

’

６－

図９遺跡周辺図

（Ｓ＝１／20,000）
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粘土

(腐植士）
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Ｉ

青灰色砂

背灰色粘土

図l11土居柱状図（Ｓ＝１／40）
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図１２遺跡周辺図（Ｓ＝１／20.000）

（４）大江山地区の遺跡

遺跡の立地と周辺の遺跡

大江山地区の遺跡は主に亀田砂丘（阿賀野川以東新砂丘１列に対比される）上に存在する。過去に行われ

た主な調査として、昭和62年に小丸山遺跡で宅地造成に伴い本格調査が行われ、少量の縄文土器と平安時代

の集落が発見されている。また、1982～1987年にわたり市教委が「大江山地区の遺跡」と題する報告書を刊

行しており、過去に採集された資料等を中心にまとめている。

調査に至る経過

新潟農地事務所より、大江山地区の水田・畑地に圃場整備を実施したいと平成６年６月６日付けで文化財

保護法第57条の３の通知があった。事業内容は田面等の区画整理、農業用排水路、農道、ビニルハウス等で

ある。事業予定地は84haと広く、予定地には中山遺跡をはじめ、計５遺跡が含まれていた。これらのうち、

工事の工程上予定地の北側にある３遺跡の調査を収穫終了後に実施することとした。実際の調査期間は１２月

半ばから冬期間にかかり、降雪の中調査をすることになった。しかし、重機で掘るそばから雪に埋もれ、肝

心の土層観察や、遺物の有無の確認が充分にできず、一時中止した。２月末から作業を再開し、３月半ばに

終了した。

調査結果

今年度確認調査を行った遺跡は城山、中山、直り山Ａの３遺跡である。試掘坑数は３遺跡合計87か所を設

定、掘削した。遺跡の範囲は遺構・遺物・遺物包含層のいずれかを確認した場合に●で示し、今回確認でき

た遺跡の範囲を縦線のスクリーントーンで表示した。また、土層柱状図は遺跡の南北及び東西方向に各２本

ずつエレベーションを作成した。以下に各遺跡ごとの結果を記載する。

城山遺跡（図１４No.１～３９，４８．４９，５４～61）

これまでの推定範囲より南北に広がっており、また、約１／３が削平されていることがわかった。削平さ

れていたのは１５～21ＴＰ周辺である。



６１■ 〉

執３

■

と

９
■

ｊ
二
Ｆ

I’

5;ド

１
－

謝〆、ジ属迅

５８■

６７
■

６６
■

２６
■

Ｉ
１
１
‐

顕
■“

■

訓1１

８

lllllllll城山遺跡・中山遺跡の確認された遺跡範囲

蕊蕊中山遺跡のこれまでの遺跡範囲
■試掘坑

●遺構・遺物・遺物包含層が確認された試掘坑

図１３試掘坑配置図（Ｓ＝１／2000）

晩山遺跡
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が露出している地点で採集

した古墳時代土師器、平安

時代須恵器、中世珠洲焼な

どがある。また、平成５年

に青磁盤の口縁部破片が採

集されている。包含層中か

らは縄文中期前葉の深鉢胴

部破片（図１９－１１)、平安

時代の土師器無台椀（図

１９－１４）、珠洲焼壷（図

１９－２０)、図示していない
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図１４中山・城山遺跡土層柱状図（Ｓ＝１／50）」ｙ－凶uﾉ、凶小ししいばい

が、少量の鍛冶津が古墳時代の土師器とともに見つかっている。これらの遺物から途中断絶している期間を

はさんで長期間にわたって利用されてきたと思われる。

城山遺跡には農道と農業用排水管の敷設が予定されているため、該当する部分は本格調査が来年度以降必

要になる見込みである。

中山遺跡（図１４No.40～47,50～53,62～79）

従来の周知範囲より全体におよそ40ｍ北側にあることがわかった。隣接する水田が予定地外のため調査を

することができなかったが、図示した範囲より東側へ広がっていると思われる。また、遺跡の中央部分は水

田を造成した時に削平されていたが、そのほかの遺物包含層は比較的良好に残っていた。

遺構７２TPで１号埋設土器を発見した。黒色士層中から掘り込んでおり、明褐色砂層まで達している。

土器の覆土に焼土が見られなかったことと、炉であった場合予想される住居の生活面が確認されなかったこ

とから、埋設土器とした。遺構からは縄文時代中期後～末葉の深鉢が４個体以上出土し、うち３個体（図１９

－１～３）の底が抜かれ、据えられていた。大目の沈線で文様を区画し、いずれも大木10式の古段階と思わ

れる。ｌと２は入れ子状で、１は２の中に正位で入れられていた。２は口縁から全体の２／３ほどまで残存
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し、正置されていた。底部を含む残りは２の中に敷きつめられて、中に入った１が固定されていた。３は

逆さに据えられ、周囲に図１９－４，５の破片が敷かれていた。土器埋設炉の可能性も考えたが、遺構覆土か

ら焼土や炭化物が見られなかったため埋設土器とした。番号は当初土坑として考えていたため、そのまま

ＳＫと注記した。

また、１号埋設土器遺構を調査する過程で、周辺を拡張し、サブトレンチを入れたところ、断面で竪穴式

住居杜の立ち上がりを確認した。１号埋設土器遺構と同様黒色土中から掘り込んでいるが、土器の上面の高

さより床面の高さが１５ｃｍほど低いため、住居杜が古い可能性が高い。完掘していないため、形状は不明で

ある。

遣物70.72ＴＰで多く出土した。過去に古墳時代の土師器が出土しているが、今回は出土しなかった。

縄文中期後葉の大木１０式のものが多い。以下に概要を述べる。

１～18は１号埋設土器遺構で出土したものである。１は、径210ｃｍと小型で、胎土が良好である。波状

の区画が上下にのび、中を縄文で充填している。２は口径30.5ｃｍ。３は胴部中央よりやや上で横に波状沈

線を巡らせ、文様帯を分ける。上半はＵ字のモチーフを６単位描く。モチーフ内は磨消縄文。沈線から下

はLRの原体で施文されている。１１径31.5ｃｍ，器高46.0ｃｍ、底径10.7ｃｍ。４と５は接合しないが同一個体と

思われる。ＳＫ１の埋設土器（図示番号２）の下部に敷いてあった破片と内部の底面の土器が接合したもの

で、復元口径は320ｃｍ、胴部径31.8ｃｍである。逆Ｕ字の充填縄文によるモチーフを持つ。一部に火を受け

た跡があるが、破片によって表面がかなり白色化したものとそうでないものの差があり、転用後の使用状況

の差によるものと考えられる。６はよく調整されて薄く作られた小型品と思われる。７～１３はいずれも大木

１０式の深鉢の胴上半部文様帯である。１８は結節絡状体を原体に用いたもので、１点のみの出土である。

２０は口縁が内脅し、文様を区画する沈線が細い。大木９式の浅鉢と思われる。１９は大木8b式の口縁部装

飾である。火を受けて赤化している。大木１０式のものと胎土が異なり、直径１ｍｍ以下のチャートや石英が

多く含まれている。ほかに同時期の遺物がなく、この時期の特徴なのかわからない。２０は沈線が細く、区

画も小さいことから、大木９式の可能性がある。器種は浅鉢かもしれない。２１～33は概ね大木１０式の古段階

-－十一

｛い

と思われる。２８～33は胴上

半部文様帯の破片である。

32は細い原体が使われ、や

や薄手のため、小型品と思

われる｡器形はわからない。

３４と36は同一個体である。

38は撚糸を軸に巻いたもの

を原体として用いている。

42は表面を工具でなでて調

整した粗製土器である。４６

は口径40.5ｃｍ。４７と48は住

居杜の床面上で出土してい

る。

中山遺跡では遺物包含層

図１５中山遺跡72TP平面及び断面図（Ｓ＝１／50）や遺構が良好に残っていた

1０
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が、遺構が発見されたのが３

月10日、全体の調査を終えた

のが３月半ば過ぎであり、報

告をまとめるのに時間を要し

たため、遺跡の取り扱いにつ

いては７年度に協議すること

になった。現状の事業計画で

は暗渠敷設が予定されてい

る。
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しまりあり

２層淡褐色砂

３層黒色士粘性なし

しまりあり

図１６中山遣跡１号土坑平面及び断面図（Ｓ＝１／50）

直り山A遺跡

基本土層はl層水田耕作土、２．３層粘土、４層シルト層、５層砂丘基盤層である。ｌ～5ＴＰで砂層を地表面か

ら約１～１２ｍ掘り下げたところで確認したが、中山･城山遺跡にあったような黒褐色砂（クロズナ）層は見

られなかった。６TPでは腐植層が粘土層の下に堆積していた。５．７TPは遺跡推定範囲内に設置したが、遺

物等は確認できなかった。調査地は厚い河川堆積物によって砂丘基盤層が覆われており、遺構･遺物･遺物包

含層は観察されなかった。このことから、遺跡は事業予定地内まで広がっていないと考えられるが、ｌ～

4TPで砂丘基盤層がやや小高くなることが確認されているため、現在認識されている遺跡の位置が、実際は

ずれていることも考えられる。今後遺跡範囲を確実に把握するために、分布調査を行なう必要がある。
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凡例
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また、粒子は最大径のものを記した。上師器について、時代の記載がないものは平安時代のものである。
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異呂ロ

2０

採集

採集

採集

34ＴＰ

48'ｴ､Ｐ

26ＴＰ

２６Ｔ皇〕

齢ＴＰ

）Ｔ:。

62ＴＰ

24ＴＰ

Ｉ〃、1つ
上－１

４′-,1：

33'二､Ｐ

iＴＰ

頗恵器

項恵器

繊｣器

隷潟

糎蛎

口器

'郡器

..：師

艶:盤

.剛

.＆･jii
I■091

糊ル

珠洲焼

購洲雛

洲焼

－
１

雪
唯
叫

莞

深鉢

鉢

深斜

深鉢

深

１:雛

艮胴蕊

雛台椀

椀

鍋

j訓同蕊

|長胴尭
｜蕊

F官

fI･」

胴部

胴部

胴部

:~縁

胴部

ｌｊｌ１部

先端･雄部欠損

胴部

I]縁～,底部

I偏剖;

胴剖

ｎｊＪｎＩＪ

胴#|；

胴割

胴部

；'縁部

郡

ｙ

〕

陸二mm以.i,F:』!・灰色粒.扉多量含

微細なr1.1火色粒『･少量含

侭i1,1脆以F臼・牌・権鵬範沙最含

擬ｌ皿以1,.:';・半僅明色粒･了･少量含

鷲2mm以.'『白・黒，半透明色迩･P少鼓含

犀2mm以i､･言I・鼎．､1篭lﾘifi粒砂量含

礎２mm以下白.i火・茶色粒.P多量合

瓶材：頁岩

侭３皿以『．.,ヂル黒，灰色粒？多量会

篠１回以卜境・Ｊ１抵明・糸色粒チ少最台

鐸1,::以Ｉザ:・灰・糎味自緬･少齢

篠：':Inl以i､.;'：.』火色粒多少最含

鍵皿以'､．:Ｉ・半透明･黒色粒子少量

超２mⅡ,以・､．:.・・灰色論ｆ少量

2mI旦以i､;.'・黒・灰色粒ｆ多量翁 ロクｕ成形

'卜:半i:タタキ典内：同心.鰍あて具

外:平蒋タタキ具侭：横方向ナデ

外

外

外:縄文内？ﾅﾗ

外：細文内：ナテ

外：半裁竹特、紐文内：ナテ

再iili虹Ｉ：

外:ハケメ内:ﾅﾃ

ロクＦ７成形鵬調整底部'１１転糸切

ごクロ成形

外：平行タタキ.ｉ内洞･羽状あてｊｉ

ﾀi､：半縦:タタキ:：方：ゾ･プ

帆･平行タタキ.１円：'唾､:詞.状あて典

外：平行タタキ:：内：無文あて共

外：半1Jタタキ,：内：無文あて具

'2文：．人:：ナデ

電文・人j：ナデ

９．１Cと同一個体

腿
帥

_二m器 蕊 '111部 蕊zIM以Ｆ;:.・'1種|Ｎ・確鰐多堂含 外：ハケメ．利：ハケメ ;貯墳時代

狼i器 蕊 Ⅲ部 提4剛以i;.ｆ:。:|軽暇・灰色睡少量笥 外：ハケメ内：ハケ

Ｋ･『クロ成形

．【I.｣蘭時代
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表４中山遺跡出土遺物観察表

１

2７

2８

４

５

深鉢

径１１１１m以下白，黒．茶色粒子多量含

径１mm以下白，黒，半透明色粒子多量含

1６

鯛

２

１０

１K

吃
一
一
凪

１４

一
つ

1６

８７２E‘FＳＩｌ

:９

2０

2ユ

2２

2４

!f１.世情

画？甑

iZI』Ｍｘ：

ｊＴＰＳＫｌ継蛎

訂７訓懇_＃

園.ＩＰＳ|(！

72TＦＳＫ．

72ＴＳＫ：

唖'９ＳＫ：

i2r髄

rｍＰＳＫｌ

rZrPSn

唾,Ｐ１１Kｺ

二ＴＳＫ：

mlP説：

OＴＰ

72'].Ｐ繊器

72ＴＩ

70Ｔ:二

72Ｔ且苫

ＯＴ二コ

O'-,コ

ＩＰＳＫ：

YTP髄

:汀ゼＳＫ：

種別器種

瓢･え協

;誠稀

城･鴬

=Ｕ■Oﾛ巳

Ｆ３凸人一‘

哩
釦

而
入

而
屋
己

Ｘ脳

F丁’＝祝い,

罷叉.二

土誹

歌謄

mＸＬ

雛.『愚

緬.､勘

池･ﾆ器

敵棚

撤･端

識:､鴬

t番

深鉢

深針

鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深針

深劉

鉢

撰鉢胴

深鉾；ｉ

不明

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

探鉢

深鉢胴部

栗針

深鉢

鎧存

『;完

Ⅱp■

置ぼ完

Ｉ■

l；

ﾘﾄﾘ祁

胴部

胴部

'Ⅲ部

M1部

M1部

11M部

胴部

!＃1部藤21,,,：

|IIiil部径２．．".

ﾘI;1部蝿ⅢMT:;‘＃

1１

1１

｢’

［

ＩＤ

Ⅱq

『G４

１，可

蕊ⅢM下:..Ｉ

鰐Ｍ

鶏Ⅲ

藍21'､以号鷲:．,ｋ・半睡珊嘩･子･多諦

胎一一

鎮綜川1鼠!､雀.･畷･&碓聡修鑑

上加Iijｽ゙!『;':‘黒・紫色粒f-多

提２::::::以FP需:､黒，金色粒ｱ･多旦含

径2,1,17,以i､!里:・黒・金色粒了･会

藍２ⅢⅢ以ＦＥ;・黒・令侭純．ｆ金

姪１mm以.1,･間・黒・金色継子･fｉ

綴２mm以.Ｉ.Ｉ常・黒・茶・金色腿iE･含外：細文・沈縦・膳澗内：ナテ

径：i雌以i､．'・言・鼎・茶・今世粒ｒ含外：紺文・紺

侭ｌｍｌ以下:』:・黒･蕊･金色粒．ｊ多識

径２NⅢ以・1,.日・黒・茶色粒子多量台

径？lIIIr以'､白・黒・茶色粒子多量合

鍵Ⅲ

if2n，

鑑ツ‘
一■堂■

径エＲ

侭21m以尋．､皇.・黒･砿･金色1好多量合

後31m'以Ｆ:瞳:・黒･灰･金色粒診量含

侭皿l以1,.1:';・灰・鼎･余色輪:.･少量台

I,以!:常･暁･半鐘‘絶世鯵諏

'腫以:､:f:・黒・灰色職７多量含

1に以下:'1.i火・金色純子･少量念

‘灘|W‘弛粒錦計

蔦'』雛Ｍ１'漣縦握イ

調整

外:純文･沈線･磨澗１ヘ：．ﾉデ

外

外：細文・沈線・磨消内：ナラ

河外而ミガキ

ﾄ：細文・枕

外：細文・枕

外：細文・縦

外：拠文。Ｍ:線・膳梢内：ナ

外：沈線・磨消内：ナテ

外:紐文九：．ｊ･デ

外：罰１．文‘入i：．ｊ･テ

外：拙文・人j：ヅーテ

ﾉﾄ：釧又

y1,：釧文

外：沈線．入：ナラ．

外６純文・磨消内而：ナラ

外：ナデ内：ゾーテ

外：細文・ナデ：人!Ⅲi：ナ

外：ナデ・曜澗内：ナラ

外：純文・沈線・膳柵内：ナラ

１文・沈線・磨消向：ブーデ

n文・沈維・畦iii内：ブデ

広寄被熱か

jli丈・沈線・陛消’釦：ゾー

承.■

．．、ン-テ：
Ｉ■

ノも
国

ピ 六：ナデ

iiI・膳i肖内：ナテ

課，膳消内：､ﾉョテ

１，膳龍内：ナラ

１．膳梢内：ナテ

附考

A1lji椴熱のため淡掛色化

凌荷被熱(馬よるハジケ

内lfliスス付

勾而スス付端

砿熱臆よる赤化

外而スス付消

'1､血スス付着

2６ 70';､Ｐ 織上愚 鉢 ::縁祁 径2ｍ以下;』.・黒･金･紳撒f･多量侭 '卜：純文・畷ｉｉｉ刈而：ブテ

2ＴＰ

70'1,5〕

皐
減
型
醐

０
‐
□
Ｌ
Ｌ

町
人
奇
入

室
鎧
、
ボ
ー

Aｑ

３０７０Ｔ二〕

謎７２'－，コ

2'－，二】 篭Ｘ･器

隷濡

;談．:１

深針

深鉢

深鉢

胴胃

Ihl守
口■－巳

胴；

郡

邪

邦

婦:測以.準･具.峯鋤,金･純繊振矧

径噌ｌｎＵ１以l､風白・黒角粒子多量１

侭：ｉｍ１１以'､．:．:,灰・金色粒･『.

外：縄文・沈銀．!職１１．A1面：ゾ

洲文・沈線・唯稲内：ナテ

外：細文 緋・鵬滞内：ナテ

72,.つ

0Ｔ二：

iI峡,Mf

ii肢･一驚

屡明

深鉢

ロ』Ｉ１ｐ

Ｍ１ﾘ？

胴

｡'属
Ⅱ虫､』

70Ｔ:』

C・』､二ｺ

敵.儲

駁慌

深鉢

深鉢

３６ 70.-.1Ｊ 葱X･.‘

3８

3９

4０

'1１

4２

４Ｍ
一註

。
「
Ｊ

■
■
■

１
■

１６

4７

4８

72'･や

72ＴＰ

72ＴＰ

72'1Ｐ

72ＴＰ

72Ｔ二コ

2Ｔｘ》

70雫:］

Orln

72'一つ

72Ｔｚ

鑑.爵

維掃

鍬:蕊

撤.認

識儲隷皇

敵:．

I』又.崎

獣･淵ｉ

ｲ占器敵ｲ『

号腰

深鉢

深』

深鉢

深鉢

深鉢

屠鉢

亀鉢

斜

胴部

胴祁

胴部

服部

llr郡

llIlf部

|胴部

底部

；；瀧

はぽ､'

基部欠調

密
旭

係２ｺ’

征２弧

謀
､ユ■

御I'1“;･贋･'1%剛･黒･姪lii･錫

碓

拝
P■己

綴２::二以・､.;'『・灰・異色髄了･多量含

石材：凝灰岩

剛４．：蛇紋蕎

iⅡⅡ岬:．'･灰･鑓'１１１'難遡.謬溌

21画以・1,.:"I・灰・蝋色茄子参

皿以Ｉ.:座:，蝋．､1種吋蝿ｆ

21､似ﾄ゙藍:・鼎･駁･金嘩･7．鐘fｉ

11:以.､.学1．灰色粒子多量合

以下:.:・灰・金色粧移丘負

以洋.・黒･半透明竺粒等多錨

湿含

外

外

外

外

外：縦ﾉ鋪jナデ内：ナテ

外：細文殉：ナテ

外：ミガキ火：ヅーテ

i,：細文・沈隷・膳泌ＰＶ：･す。

品文１吋：プテ

凪文内：ナテ

豊･文内：ナテ

!&文内：ナテ

1人1面ススイ､』･着

72'五;！ 9罰ウー認へ．.‘

渋鉢 ;:織部 径２１賊以!､r:・黒・金色樫･子･多量台 外：ミガキ内ｌＮ：ナテ

深鉢 胴祁 鐘、以.!､鯵『鮒,黒‘￥鋤･純紀鑓含 『Ｉ：縄文・沈銀・暇Ｗ内面：ー ﾗ‘

深剥 ''何部

胴部

径21,脈:･･･黒,iX･雑1M.純論錫融

儒21i''１ i,．､１．K.権照･金色縦． 過倫

縄文内；雑なナデ

過文Ｗ：ラテ

服 麹IInMFF;･鼎･脱･』1煙･鈍迩袴鑑 ト：純文：ノリ：雑な･ﾉー ﾃ゙

捌祁 鯉ⅢnMF:『:･闇･暁･桑･'埴純糠鑑含 |u文．句；ブーデ

侭２in1Il以Ｆ『:・熟・余色噛辱多迅含 外：細文ｉ撚糸〉・沈瞭！ヘ：ブーデ

邪 鑓I､以・!:鳶‘黒'坐謎･漣粒錫量 外：沈線・噌消,入j：ブ･･ナ

l齢同個体



蕊溌燕議 瀞騨瀞‘鞭言霊哩汽
築上山遺跡（１，２）３ＴＰ土層堆積状況

＝子へ

一..｡.W=¥藤馴

石動遺跡（３～６）調査区遠景

4ＴＰ遺物出土状況

謹単通-震一堂巽鍾警鐘…鋤＝齢』鍵』
＝遡鐸皇

城山遣跡（７～９）言月査区遠景

図版１築上山遺跡・石動遺跡・城山遺跡

7ＴＰ土層堆積状況

1ＴＰ全景

①ＴＰ土層堆積状況

32TＰ土居堆積状況

1７



穂
》

マ
ー
ザ

葬
苧

》
》
堅

守
へ
、
戸

守
電
・
↑

鐸
噌
》
』

図版２城山遺跡・中山遺跡

1０

1２

27ＴＰ土層堆積状況 中山遺跡(10～14）調査区遠景

麺」

72ＴＰ埋設土器出土状況（１）

1８－

72ＴＰ石器出土状況

土器１，２の覆土を取り除いた出土状況72ＴＰ埋設土器出土状況（２）

1４



図版３石動遺跡・城山遺跡の遺物

石動遺跡

鶏 擬
『

Ｅ角

＃

ﾛロ

Ｌ一一

城山遺跡

織鍵議鶴鱗蕊 》

罰翻自塞-:イ

２

1４

ｮ－－F鋸一一－

一？
‐掌＝雲_璽拶

１９－

３
４

ロ

８ ※縮尺不同



図版４中山遺跡の遺物
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所収遺跡名 所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間

調査面積
２

ｍ
調査原因

つかげやまいせき

築上山遺跡

にいがたけんにいがたし

新潟県新潟市

にいざきあざつかげやま

新崎字築上山

15201 2５
０
９
耐

【
ノ
Ｊ
Ｏ
戸
島
。
〉
【
ノ
“
０

ｎ
茎
、
》
戸
島
０
〉
（
〃
、
〕

139。

１０，

１３”

19940822 44㎡ 県道建設

いするぎいせき

石動遺跡

にいがたけんにいがたし

新潟県新潟市

ほんじょあざいうら

本所字居浦

15201 8５
○
９
９
９

【
ノ
〃
０
Ｆ
届
Ｏ
Ｕ
４
梱
斗
△

〈
“
、
》
戸
烏
画
〉
戸
島
０
〉

１３９．

０８，

１３”

19940829～

19940831

lOOnf 県営圃場整備

たけおにしいせき

竹尾西遺跡

にいがたけんにいがたし

新潟県新潟市

たけお

竹尾

15201 8３
37。

４
４
５
４ ９９

1３９．

１４，

００”

19940913 100㎡ 県営圃場整備

じょうやまいせき

城山遺跡

にいがたけんにいがたし

新潟県新潟市

くらおかあざじようやま

蔵岡字城山

15201 2８
○
９
”

【
ノ
Ｊ
Ｏ
、
″
〃
］
戸
島
、
）

へ
“
、
〉
芦
屋
ロ
〉
．
ｍ
坐
△

139.

09,

２５”

19941213～

19950228

376㎡ 県営間場整備

なかやまいせき

中山遺跡

にいがたけんにいがたし

新潟県新潟市

くらおかあざかみつつみ

蔵岡字上堤

15201 １
０
９
”

【
ｊ
Ｊ
９
へ
〃
、
》
【
ｊ
８

へ
〃
、
》
一
Ｌ
へ
●
》
戸
烏
０
〉

139.

09,

２０”

19950301～

19950310

256㎡ 県営圃場整備

なおりやまえ－いせき

直り山Ａ遺跡

にいがたけんにいがたし

新潟県新潟市

なおりやまあざおおはしば

直り山字大橋場

15201 1４
37.

53,

11”

139.

08,

５０”

19950313～

19950314

48㎡ 県営圃場整備

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

築上山遺跡 散布地 平安時代

石動遺跡 集落跡 古墳時代

平安時代

IＩ１ 世

古式土師器・須恵器．

土師器・珠洲焼

竹尾内遺跡 散布地 平安時代

城山遺跡 包含地 縄文時代

古墳時代

縄文土器・石器・古式

土師器・土師器・須恵器

中山遺跡 包含地 縄文時代 埋設土器遺構１基

竪穴式住居１基

縄文土器・石器

直り山Ａ遺跡 散布地 平安時代
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